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 感染対策委員により長野県内の薬剤耐性菌の監視活動を始めました。長野県感染対策研究会の行って

いる信州インフェクションコントロールサーベイランスシステム（SICSS）を利用し、県内にて検出さ

れている薬剤耐性菌の動向を監視しております。また毎月 1 回、前月の薬剤耐性菌の検出状況について

の定期レポートを作成し、長野県臨床検査技師会ホームページにアップしております。 

 

 

 

 



・信州インフェクションコントロールサーベイランスシステム（SICSS）について 

 信州インフェクションコントロールサーベイランスシステム（SICSS）とは、長野県内での耐性菌に

よる感染防止対策への利用を目的とした地域感染症管理システムです。長野県感染対策研究会が主体と

なり、2011年から運用が開始され、県内の耐性菌検出状況を管理しています。 

 SICSS へはインターネットに接続できる環境があればどのような規模の施設でもご参加いただけます。

ただ、貴施設の細菌検査データを厚生労働省の JANIS サーベイランスで使用する JANIS ファイルへ変

換していただく必要があります。2015 年 2 月現在、長野県全域から 41 の医療施設が参加しており、耐

性菌の集計データを集計し、情報提供を行っています。 

 参加施設では自施設での検出菌状況を把握できるだけでなく、近隣の参加施設や長野県全体、あるい

は地区ごと（北信・東信・中信・南信）の検出菌状況の把握や自施設との比較などが行えます。 

 

 

・定期レポートについて 

 2014 年度より SICSS で得られたデータを用いてより多くの方々に情報提供をするため、院内感染で

問題となる薬剤耐性菌検出状況について毎月の定期レポートの作成を始めました。長野県全体と各地区

の検出状況を当サイト上で閲覧することができます。各ご施設での感染対策等にご活用ください。 

 


